
東邦大学薬学部では、昨年度から早期

体験学習の一環として、学内で“障害者”

を疑似体験するプログラム「不自由体験」

がスタートした。“本物から学ぼう”を

原点に、実際の車イス生活の人が何人も

ボランティアで学生指導に当たってい

る。学生は車椅子体験のほか松葉杖体験、

老人体験を経て、小グループで意見交

換・討論をし、感想文をまとめる。大学

で指導に当たっている柳川忠二教授は

「医療の根源は『いつか自分、いずれ自

分』、体験することの意義は大きい」と

語る。

６年制薬学教育制度が昨年度から始まり、

同時に早期体験実習が実施されている。東邦

大学でも他大学と同様に、病院や薬局の見学

などを中心に、７

日間程度の日程が

組まれている。こ

の中に１日かけて

障害者に学ぶ「不

自由体験」プログ

ラムが盛り込まれ

ている。

特に車椅子体験では、実際に車椅子生活を

余儀なくされ「車椅子フィッティングマスタ

ー」として、福祉用具専門相談員の仕事をこ

なしている人など、十数人のボランティアの

協力・指導のもとに、①

階段での抱え上げ②トイ

レの使用体験③スロープ

④ダート走行⑤エレベー

ターの乗り降り⑥観音開

きドアの開閉――などを

体験する。さらに、日常

体験を通じ、スーパーに

行ってもある一定の高さ

の商品には「手が届かな

い」、常に上から見られ

ることにより威圧感を感

じるなど、不自由さの実

際が学生に伝えられる。

松葉杖体験では、①片

足歩行体験②盲目者歩行

体験など、片足

を縛って松葉杖

を使ったり、目

隠しの状態で歩

行することの大

変さを経験す

る。また、老人

体験では筋力な

どの衰えを擬似

的に課し、①白

内障模擬患者②階段歩行③起き上がり動作―

―などを体験する。

今年の体験内容は前回と同様。老人体験を

例に挙げれば、“新聞が読みづらい”など一

般的な状態が主であった。そこで来年度以降

は、その実績を踏まえ「薬の取り扱いについ

て体験させたい」という。薬にもいろいろな

色がついており、包装も様々だ。障害の状況

によっては健常者が気づかない多様な影響が

出てくる。逆に様々な障害者に対し、どう服

薬指導するかも課題になる。そのためにも

「普段から障害を持った方々の辛さを知って

おくべき」と語る。

柳川氏は「不自由体験で何人かの学生が、

『心の問題を知り得た』と言ってくれている」

と顔をほころばす。「アメリカのことわざに

『良い医者になるならば患者になりなさい』

というのがあります」と意義を強調した。
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「障害者」疑似体験で
心の痛みに触れる

柳 川 氏

松葉杖体験（目隠しをした
状態で歩行する体験）


